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(1)　第1893号　2022年11月25日

2023旗開き・春闘討論集会

適
正
な
運
用
を
求
め
よ
う

週
休
日
勤
務
の
振
り
替
え

日時 2023年１月13日（金）
 14：00～17：00
場所 水戸市　フェリヴェールサンシャイン
内容 旗開き
 春闘討論集会（2023春闘方針提起）

　
自
治
労
は
、「
週
休
日
の

振
替
運
用
の
適
正
化
」を
２

０
２
２
年
確
定
闘
争
の
取
り

組
み
の
柱
の
一
つ
に
設
定
し

て
い
ま
す
。
週
休
日
に
勤
務

を
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
振
り

替
え
手
続
き
が
正
し
く
行
わ

れ
て
い
る
か
、
あ
ら
た
め
て

職
場
点
検
・
確
認
を
行
い
ま

す
。

 週
休
日
の
振
替
と
は
 

　
週
休
日
と
は
、
条
例
に
定

め
ら
れ
た
日
曜
日
お
よ
び
土

曜
日
の
「
勤
務
時
間
を
割
り

振
ら
な
い
日
」
を
さ
し
ま

す
。
　
休
日
と
は
、
祝
日
法
に
定

め
ら
れ
る
祝
日
と
年
末
年
始

休
日
を
さ
し
ま
す
。

　
任
命
権
者
は
、
週
休
日
に

勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る

場
合
、
そ
の
週
休
日
を
「
勤

務
を
要
す
る
日
」
と
し
、
そ

の
代
わ
り
、
他
の
「
勤
務
を

要
す
る
日
」
を
週
休
日
と
す

る
「
振
り
替
え
」
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
週
休
日
の
振
り
替
え
で

す
。
振
り
替
え
は
、
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
た
週
休
日
の
４
週

前
か
ら
８
週
後
ま
で
に
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 時
間
外
勤
務
手
当
 

　
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
週
休

日
と
同
一
週
の
月
曜
か
ら
金

曜
内
に
振
り
替
え
る
場
合
、

時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
は

発
生
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
週
を
超
え
て
振

り
替
え
を
行
っ
た
場
合
、
１

週
の
勤
務
時
間
（
　
時
間
　

38

45

分
）
を
超
過
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
時
間
外
勤
務
手
当

（
　
％
）
の
支
給
が
必
要
と

25
な
り
ま
す
。
（
別
図
参
照
）

 振
替
手
続
き
を
し
た
が
取
　

 得
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
　

　
振
替
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
て
も
、
実
際
に
は
振
替
の

取
得
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

と
き
に
は
時
間
外
勤
務
手
当

（
１
３
５
％
）
の
支
給
が
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 振
替
手
続
き
を
せ
ず
週
休
　

 日
に
勤
務
し
た
場
合
　
　
　

　
事
前
に
振
替
手
続
き
を
行

わ
ず
週
休
日
に
勤
務
し
た
場

合
は
、
代
休
の
取
得
ま
た
は

時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場

合
の
代
休
は
で
き
る
だ
け
勤

務
を
行
っ
た
週
休
日
に
近
い

日
（
８
週
間
以
内
）
で
の
取

得
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
時
間
外
手
当
は
、
代
休
取

得
し
た
場
合
は
　
％
、
代
休

35

取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

１
３
５
％
の
支
給
が
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 休
日
に
勤
務
し
た
場
合
 

　
休
日
に
勤
務
が
命
ぜ
ら
れ

る
場
合
は
、
代
休
も
し
く
は

休
日
勤
務
手
当
の
支
給
を
求

め
ま
す
。

 振
替
運
用
を
確
認
 

　
単
組
は
確
定
期
の
賃
金
課

題
解
決
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
振
替
の
運
用
に
つ
い
て

も
あ
ら
た
め
て
点
検
を
行

い
、
適
正
な
運
用
が
行
わ
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
現
状
を

当
局
に
伝
え
、
改
善
を
求
め

ま
す
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
憲

59

法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す
大

会
（
略
称
・
護
憲
大
会
）

は
、
　
月
　
日
か
ら
３
日
間

11

12

に
わ
た
り
愛
媛
県
松
山
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　「
憲
法
を
変
え
る
こ
と
よ

り
活
か
す
こ
と
―
憲
法
理
念

の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
集
会

名
称
を
掲
げ
、
文
字
ど
お
り

改
憲
発
議
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
軍
拡
反
対
の
取
り
組
み
を

訴
え
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
大
会
基
調
提
起

の
あ
と
、
大
会
の
メ
イ
ン
企

画
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
中
国
交
正
常
化
　
年
―

50

対
話
の
扉
を
大
き
く
開
き
ア

ジ
ア
の
緊
張
緩
和
と
世
界
平

和
へ
の
貢
献
」
を
テ
ー
マ

に
、
弁
護
士
の
内
田
雅
敏
さ

ん
、
日
中
関
係
学
会
副
会
長

の
林
千
野
さ
ん
、
名
古
屋
学

院
大
学
教
授
で
憲
法
学
・
平

和
学
を
専
門
と
す
る
飯
島
滋

明
さ
ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
岸
田
首
相
は
臨
時
国
会
の

憲
法
審
査
会
で
改
憲
４
項
目

の
議
論
に
意
欲
を
示
し
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
防

衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上

と
し
自
衛
隊
配
備
の
強
化
な

ど
、
改
憲
危
機
へ
の
動
き
は

一
層
厳
し
い
状
況
で
す
。
軍

事
拡
大
に
よ
る
平
和
実
現
で

は
な
く
、
私
た
ち
生
活
者
の

平
和
な
暮
ら
し
の
た
め
、
憲

法
を
活
か
し
な
が
ら
近
隣
諸

国
と
の
平
和
構
築
外
交
の
実

現
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

働く者の結集を訴えあいさつする連合茨城内山会長

顔
の
見
え
る
労
働
運
動
め
ざ
す

連
合
茨
城
が
第
　
回
定
期
大
会

30
　
連
合
茨
城
は
、
　
月
　

10

28

日
、
水
戸
市
内
で
第
　
回
定

30

期
大
会
を
開
き
、
新
年
度
活

動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
大
会
冒
頭
、
内
山
会
長
は

あ
い
さ
つ
し
「
日
々
寄
せ
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
か
ら

労
働
環
境
が
整
わ
な
い
中
で

働
く
仲
間
の
存
在
が
あ
る
。

連
合
は
地
域
に
根
差
し
顔
の

見
え
る
労
働
組
合
と
し
て
結

集
し
運
動
を
展
開
し
よ
う
。

ま
た
、
政
治
は
私
た
ち
労
働

者
に
し
か
変
え
ら
れ
な
い
。

県
議
選
や
統
一
自
治
体
選
等

で
推
薦
候
補
の
必
勝
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
経
過
報
告
・
決

算
報
告
と
、
運
動
方
針
が
提

起
さ
れ
、
連
合
茨
城
が
め
ざ

す
す
べ
て
の
働
く
仲
間
を
ま

も
る
た
め
の
集
団
的
労
使
関

係
の
追
求
、
社
会
に
広
が
り

の
あ
る
運
動
の
推
進
、
く
ら

し
の
安
心
・
社
会
的
公
正
を

確
立
す
る
政
策
制
度
の
実

現
、
格
差
是
正
、
労
働
条
件

底
上
げ
と
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の

確
立
な
ど
の
活
動
方
針
が
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
最
後
に
は
、「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
に

む
け
す
べ
て
の
働
く
仲
間
と

と
も
に
「
必
ず
そ
ば
に
い
る

存
在
」
と
し
て
運
動
を
切
り

拓
い
て
い
く
と
す
る
宣
言
が

採
択
さ
れ
、
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

憲法活かした平和実現誓う
松山市で第59回護憲大会 労働・生活に関わる悩みごとなどお気軽にご相談ください。 

随時対応しています。
　
 相　談　先  自治労茨城県本部　顧問弁護士　丹下昌子

 連　絡　先  電話 029－224－5150　FAX 029－226－2191
 水戸市南町３丁目４番57号
　　　　　　　水戸セントラルビル３階
 丹下・小沼法律事務所

 相談方法 
丹下・小沼法律事務所に直接電話し、相談日の予約を行って
ください。相談は個別事案ごとに初回の法律相談を無料と
し、２回目以降は所定報酬および経費を依頼者（相談者）が
支払うことになります。

　　無料法律相談

愛知県松山市で開催された第59回護憲大会

週休日の土曜日に勤務を命ぜられた場合の振替について
勤務を命ぜられた週休日の 4週前から 8週後までの間で週休日の振替をしなければならない

※振替手続きを行ったが休めなかった場合は、時間外手当（135％）の支給

振替
週の勤務時間
（38時間45分）を
超過するため

振替

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
週
休
日

週
休
日

振
替

週
休
日

週
休
日

振
替

勤務命令

同一週外の振替は
時間外手当支給あり（25％）

同一週内の振替は
時間外手当支給なし
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駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
回
定
期
大
会

66

　
　
月
８
日
、
県
本
部
青
年

11
部
と
女
性
部
は
、
水
戸
市
の

フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
第
　
回
定

66

期
大
会
を
開
き
、
２
０
２
３

年
度
活
動
方
針
や
新
役
員
体

制
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。女性部大会であいさつする鈴木女性部長

女
性
部

青
年
部

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
へ

　
女
性
部
大
会
は
　
単
組
　

24

80

人
の
代
議
員
が
参
加
す
る

中
、
は
じ
め
に
鈴
木
女
性
部

長（
行
方
市
職
）が
あ
い
さ
つ

し
、
女
性
部
に
結
集
し
点

検
・
学
習
・
実
践
す
る
こ
と

か
ら
女
性
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
一

緒
に
実
現
し
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
自
治
労
本
部

か
ら
毛
利
女
性
部
長
（
香
川

県
本
部
）
が
駆
け
つ
け
、
激

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
年
休
・
生
休
ア

ン
ケ
ー
ト
取
り
組
み
を
は
じ

め
中
央
女
性
労
働
講
座
の
開

催
に
よ
る
女
性
の
権
利
に
つ

い
て
の
学
習
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

女
性
学
級
で
の
単
組
を
越
え

た
交
流
な
ど
の
取
り
組
み
報

告
、
新
年
度
の
活
動
方
針
が

提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
新
部
長
に

鹿
嶋
市
職
の
金
澤
瑞
恵
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
体

制
を
決
定
し
ま
し
た
。

女性部2023年度執行体制

部　　長　金澤　瑞恵　 鹿嶋市職

副　部　長　益子　奈那　 常陸太田市職

書　記　長　加藤木　瞳　 常陸大宮市職

執行委員　根本　彩乃　 日立市職

執行委員　若山ちづる　 那珂市職

執行委員　岩田奈津美　 鉾田市職

執行委員　岡田　加奈　 美浦村職

執行委員　大谷優里奈　 県職連合

執行委員　高橋　瑠夏　 県職連合

執行委員　生井澤律子　 鹿嶋市職

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

青
年
層
か
ら
生
活
・
職
場
改
善
を

女性部

青年部
　
青
年
部
大
会
に
は
　
単
組

26

　
人
の
代
議
員
が
参
加
。
小

85松
青
年
部
長
（
日
立
市
職
）

は
あ
い
さ
つ
で
一
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
青

年
の
団
結
を
さ
ら
に
強
め
、

職
場
実
態
把
握
か
ら
要
求
・

改
善
に
む
け
取
り
組
み
を
強

め
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
自
治
労
本
部
か
ら
は
児
玉

青
年
部
長
（
長
野
県
本
部
）

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
激

励
と
連
帯
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
年
休
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
・
モ
デ

ル
要
求
書
作
成
の
取
り
組
み

な
ど
の
活
動
経
過
が
報
告
さ

れ
た
あ
と
、
２
０
２
３
年
活

動
方
針
と
新
役
員
に
行
方
市

職
の
松
兼
陵
太
さ
ん
を
新
部

長
と
す
る
執
行
体
制
を
確
認

し
、
新
年
度
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

青年部2023年度執行体制
部　　長　 松兼　陵太　  行方市職
副　部　長　 中條　直也　  高萩市職
副　部　長　 渡邉　大地　  東海村職
書　記　長　 鈴木　勇寛　  県職連合
執行委員　 森谷　慎斗　  北茨城市職
執行委員　 松浦　悠太　  大子町職
執行委員　 阿部　浩規　  神栖市職
執行委員　 山下　佳峻　  龍ケ崎市職
執行委員　 信戸　裕也　  石岡市職
執行委員　 髙野　和寿　  国保労組
特別執行委員　 小松　俊亮　  日立市職
特別執行委員　 川又　康史　  那珂市職
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易
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青年部大会であいさつする小松青年部長

　
県
本
部
青
年
部
・
女
性
部
は

毎
年
　
月
か
ら
　
月
を
「
年
休

10

12

取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
に

設
定
し
、
３
ヶ
月
で
５
日
間
取

得
の
目
標
を
掲
げ
取
得
日
数
向

上
に
む
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
行
う
「
生
活
職
場
・
賃

金
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果

か
ら
は
、
「
仕
事
が
あ
っ
て
や

す
め
な
い
」
「
取
得
で
き
る
雰

囲
気
で
は
な
い
」
と
職
場
業
務

量
の
増
加
や
人
員
不
足
な
ど
か

ら
思
う
よ
う
に
年
休
取
得
で
き

て
い
な
い
状
況
が
う
か
が
え
ま

す
。
　「
休
暇
取
得
を
上
司
に
言
い

に
く
い
」「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

職
場
全
体
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

浸
透
さ
せ
、
組
合
員
同
士
で
も

年
休
を
取
得
し
や
す
い
環
境
と

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た

め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

10～12月は
年休取得キャンペーン
職場で広げよう

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
　
月
９
日
、
航
空
自
衛
隊

11
百
里
基
地
を
使
用
す
る
米
軍

再
編
に
係
る
訓
練
移
転
（
日

米
共
同
訓
練
）
の
情
報
を
う

け
、
訓
練
に
反
対
す
る
県
内

平
和
団
体
は
訓
練
を
中
止
す

る
よ
う
浜
田
防
衛
大
臣
と
百

里
基
地
に
対
し
て
申
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　
百
里
基
地
で
の
共
同
訓
練

は
今
回
で
　
回
目
と
な
り
、

11

　
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け

11

10

18

て
米
軍
Ｆ
　
戦
闘
機
　
機
、

16

12

百
里
基
地
所
属
機
に
よ
る
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
共
同
訓
練
の
目
的
は
、
米

軍
再
編
の
た
め
の
米
軍
飛
行

場
周
辺
の
負
担
軽
減
と
さ
れ

て
い
て
も
、
他
国
と
の
共
同

訓
練
は
周
辺
国
に
も
緊
張
を

も
た
ら
し
、
米
軍
が
百
里
、

三
沢
、
岩
国
な
ど
自
衛
隊
基

地
を
訓
練
使
用
す
る
こ
と
は

各
基
地
周
辺
住
民
へ
の
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
入
れ
で
は
、
百
里
基
地

は
茨
城
空
港
と
の
共
用
空
港

で
あ
る
こ
と
、
訓
練
に
よ
る

騒
音
増
加
で
基
地
周
辺
住
民

へ
の
負
担
増
、
万
一
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
住
民
へ
の

危
険
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど

か
ら
訓
練
中
止
を
求
め
ま
し

た
。

百里基地前で日米共同訓練反対を訴え

日米共同訓練中止求める

百里基地前で申入れ行動


